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免疫学分野 
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B 邦文 
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御の制御、ライフサイエンス新着論文レビュー、DOI: 10.7875/first.author.2016.021 
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学会発表数 

A－a 
A－b 

B－a 
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 4 5 0 10 

 

社会活動 
氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

由井克之・教授 熱帯医学研究拠点運営協議会委員 長崎大学・熱帯医学研究所 

由井克之・教授 理事 日本寄生虫学会 

由井克之・教授 評議員 日本免疫学会 
 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 
氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

由井克之・教授 日本学術振興会・科学研究費補助 
金・基盤研究(B) （一般） 

代表 マラリア原虫感染における新規抑制性細胞

Tr27 の誘導機構と防御免疫制御機序の解明 

由井克之・教授 日本学術振興会・科学研究費補助 
金・基盤研究(B) （海外） 

代表 マラリア病態を規定する防御免疫・免疫抑制

のバランスに関するケニアでの調査研究 

由井克之・教授 日本学術振興会・科学研究費補助 
金・挑戦的萌芽研究 

代表 寄生体センサーの活性化を指標にした宿

主・寄生体相互作用解析方の開発 
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由井克之・教授 内藤記念科学振興財団・研究助成 代表 IL-27 産生 CD4 T 細胞（Tr27 細胞）の分化を

規定する因子の解明 

由井克之・教授 上原記念生命科学財団・研究助成金 代表 IL-27産生CD4+T細胞の分化制御機構の解明 

都田真奈・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究（C） 
代謝調節薬によるγδT細胞依存的抗マラリア

免疫亢進の機構解 

木村大輔・講師 長崎大学熱帯医学研究所 代表 ヒトマラリアに認められる免疫抑制の調査

研究（ケニア） 

木村大輔・講師 日本学術振興会・科学研究費補助 
金・基盤研究（C） 

代表 マラリア原虫感染における免疫記憶抑制 
-IL-27 依存的メカニズムの解明- 

木村大輔・講師 武田科学振興財団 代表 マラリア感染後における IL-27依存的免疫記

憶抑制機序の解明 

 

その他 
非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

由井克之・教授 寄生虫学 岡山大学・医学部 

 
新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

由井克之・教授 
木村大輔・講師 

マラリア患者の免疫

抑制 

新型細胞を発見 

予防、治療向上につな

がる可能性 

長崎新聞 ３月９日 Immunity に掲載された論文発表のプレ

スリリースを行い、研究成果を社会に発

信した。 

由井克之・教授 マラリアで免疫力低

下解明 

T細胞発見、治療に光 

西日本新聞 ３月９日 同上 

由井克之・教授 マラリアで制御性 T細

胞 

免疫力低下関与か 

読売新聞 ３月 10 日 同上 

 


